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１．物質特定情報 

名称 銅 

CAS No. 7440-50-8 

元素 Cu 

原子量 63.5 

備考 化合物の例：酸化銅(I) （Cu2O） 

硫酸銅(II)、五水和物（CuSO4.5H2O） 

硫酸銅、無水物 （CuSO4） 

（日本語版ＩＣＳＣ） 

２．物理化学的性状 

名称 銅 酸化銅(I)  

 

硫酸銅(II)、五水和物 硫酸銅、無水物   

物理的性状 赤色の粉末。湿った

空気に暴露すると緑

色になる。 

黄色、赤色、または

茶色の結晶性粉末 

様々な形状の青色固

体 

白色の吸湿性の結晶 

沸点 2595℃ 沸点以下 1800℃で

分解 

 沸点以下 650℃で分

解 

融点 1083℃ 1232℃ 110℃（分解）  

比重(水＝1) 8.9 6.0 2.3 g/cm3 3.6 g/cm3 

水への溶解性 溶けない 溶けない 31.7g/100ml(0℃) 20.3g/100ml(20℃) 

（日本語版ＩＣＳＣ） 

３．主たる用途・使用実績 

用途 銅は、鉱山排水、工場排水、農薬の混入や生物抑制処理に使用する硫酸銅、塩化銅及び給

水装置等に使用する銅管、真ちゅう器具などからの溶出に起因することが多い。（H4 専門

委員会報告） 

銅は重要な熱・電気伝導体である。水管、屋根材、家庭用品や化学設備、また芸術品や多

くの合金（例えば真ちゅうや青銅）にも用いられている。銅の酸化物、塩化物、硫酸塩、

酢酸塩、臭化物や炭酸塩は外注の抑制、無機染料、食品添加剤、写真術、種子消毒剤、殺

菌剤や殺草剤、電鋳として広く用いられている。（WHO 第２版） 

名称 銅 硫酸銅 塩化銅 使用実績 

使用量 － － － 
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生産量 1,341,549t(H11) 13,065t (H11) 2,000t (H11) 

輸出量 － － － 

輸入量 － － － 

 

（13901） 

４．現行規制等 

水質基準値（mg/l） １.0（性状） 

その他基準（mg/l） 薬品基準、資機材基準及び給水装置基準 0.1 

他法令の規制値等 

環境基準値（mg/l） なし 

要監視項目（mg/l） なし 

諸外国等の水質基準値又はガイドライン値 

WHO（mg/l） ２P（第２版及び第３版ドラフト）、１（性状） 

EU（mg/l） ２ 

USEPA（mg/l） 1.3(AL)、1.0(性状) 

  
５．水道水（原水・浄水）での検出状況等 

 ○水道統計 

  度数分布表（㎎/） 

年度 

  

  

測 定 

地点数 ～0.02 ～0.04 ～0.06 ～0.08 ～0.10 ～0.20 ～0.40 ～0.60 ～0.80 ～1.00 1.01～

H12 原水 5,206 5,094 33 18 4 48 4 4 1 0 0 0

    表流水 994 978 8 4 1 1 0 1 1 0 0 0

    ダム・湖沼水 299 283 3 3 3 3 2 2 0 0 0 0

    地下水 3,097 3,033 22 8 0 32 1 1 0 0 0 0

    その他 816 800 0 3 0 12 1 0 0 0 0 0  

  浄水 5,523 5,383 71 30 5 24 6 3 0 0 0 1

    表流水 1,002 989 3 6 0 1 3 0 0 0 0 0

    ダム・湖沼水 299 295 0 1 0 3 0 0 0 0 0 0

    地下水 3,051 2,947 62 19 2 14 3 3 0 0 0 1

    その他 1,171 1,152 6 4 3 6 0 0 0 0 0 0

 （基準値の超過状況） 

 合計 ６年度 ７年度 ８年度 ９年度 10 年度 11 年度 12 年度 

原水 6 / 36,932 1 / 4,703 1 / 5,218 1 / 5,251 0 / 5,483 2 / 5,520 1 / 5,551 0 / 5,206 
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浄水 1 / 38,399 0 / 5,153 0 / 5,421 0 / 5,388 0 / 5,610 0 / 5,599 0 / 5,705 1 / 5,523 

     注）合計の欄の測定地点数は７年間の延べ地点数である。 

 ・基準値の超過理由は、採水場所の水道使用頻度が少ないため施設内配管の銅が溶出したもの

であり、洗管により解消している。 

    
６．測定手法 

フレームレス-原子吸光光度法、ICP 法（通常ネブライザ）、ICP 法（超音波ネブライザ）、ICP-MS

法により測定できる。 

フレームレス-原子吸光光度法、ICP 法（通常ネブライザ）、ICP 法（超音波ネブライザ）、ICP-MS

法による定量下限（CV10%）は、それぞれ、3μg/L、6μg/L、0.6μg/L、0.2μg/L、である。 

 
７－１．毒性評価 

銅の体内ホメオスタシスの遺伝的障害がない成人にとって、1～10mg/day の濃度で食品から

長期間摂取しても明らかな有害影響はない(IOM,2001)。推奨された所要量より少ない長期間毎

日の銅の摂取は栄養失調児の貧血、好中球減少、骨無機質脱落を引き起こしうる(IOM,2001)。

成人は子供より銅欠乏症に対して耐性がある。1～10mg/day の銅の摂取は、Wilson 病の人、

Wilson 病のヘテロな人、幼児期の銅肝硬変症の一種に遺伝的に罹りやすい乳幼児にとって、有

害影響がないとはいえない(NRC,2000)。 

IPSC の EHC モノグラフ(WHO, 1998a)では銅の成人における許容経口摂取量範囲の上限は

不確かではあるが、おおよそ数（2～3）mg/kg/day であると結論している。この評価は、銅を

含む飲料水による消化管への影響だけに基づくものである。しかし、この消化管への影響に関

するデータは、ヒトが 24 時間総摂取量をはるかに超えた容量を摂取したときに一過性に認め

られた影響に基づくものであるので、その取り扱いは注意しなければならない。3mg/L 以上の

銅濃度のグラスいっぱいの水は、総量として同程度の１Ｌの水を１日何回かに分けて摂取する

よりも吐き気を誘発しやすいと思われる。実験動物における利用可能な毒性データは、作用機

序を解明する手助けとはなるが、ヒトへの適切な外挿モデルとしては不確かなものであるので、

ヒトの許容経口摂取量範囲の上限を設定するためには利用できないと考えられる。 

1998 年の WHO ガイドライン改正時(WHO, 1998b)には、銅による有害影響を引き起こさな

い暫定基準値として 2mg/L が設定され、銅の体内ホメオスタシスが正常なヒトにおける安全域

が示された。この上限値は、成人においては１日 2～3L の飲料水の摂取、栄養学的補給および

1 日 10mg の食品からの摂取を超えないか又は有害な消化管反応を引き起こさない範囲で食品

からの銅の摂取を許容できるものであり、適切なものであると考えられる。 

最近の研究では、消化管に対する飲料水中の銅の影響には閾値があることが示されているが、

高感受性の人々、特に幼児や Wilson 病の遺伝子を持つヒトに対する長期間の影響には依然不

確かさが残っている。これらの人々に対する知見に乏しい状況であるので、正確な基準値を求
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めることは現時点では不可能である。従って 2mg/L の基準値は依然暫定値である。また、銅は

生体にとって必須元素であり、食事成分として必須成分であることは注目しておくべきである。 

 
７－２．利水障害 

溶存する銅は、着色（青色）や銅特有の金属味・渋味を呈する。 

水中の銅濃度が 1mg/L を超えると洗濯物や配管設備に汚れが生じる（WHO 1996）。 

味覚の境界点は 5mg/L 以上であるが、蒸留水中では 2.6mg/L で感知できる。溶存する Cu2+

の感覚器官への刺激の境界点はミネラルウォーター中では 0.8～1.0mg/L であり、5mmol/L の

しょ糖中では 2.4～3.2mg/L である（WHO 1996）。また、水道水中の濃度が 2.5mg/L 程度以上

で銅特有の味を 61 人中の 50%が判明できた（Zacarias et al., 2001）。 

我が国では、洗濯物等への着色を防止する観点から、水質基準として 1.0mg/L が設定されて

いる。 

  
８．処理技術 

  通常の浄水方法のうち、凝集沈殿及びろ過による除去性がある。石灰軟化及びイオン交換に

より除去できる。膜ろ過により除去できるとの報告がある。 

 
９．水質基準値（案） 

（１）評価値 

毒性で問題となるレベルの濃度よりも利水障害の観点からの閾値が低く、利水障害に関する

評価値に関し、平成４年以降、新たに追加すべき知見はないことから、平成４年の専門委員会

の評価値を維持し、洗濯物等への着色を防止する観点から 1.0mg/L 以下とすることが適当であ

る。 

 
（２）項目の位置づけ 

  水道水での検出状況では評価値の 10%を越えて検出されており、洗濯物等への着色を防止す

る観点から 1.0mg/L 以下を水質基準として維持することが適当である。 

 

１０．その他参考情報 
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